
入札結果公表台帳
１５

事業名 所管課 経営管理課

順位 入札（見積）人 第１回入札（見積）金額 第２回入札（見積）金額 第３回入札（見積）金額
（単位：円、税抜）
協議後見積

1 株式会社アプサラ経済経営研究所 5,150,000 落札

　　　

（１） 契約の相手方 住所

商号または名称

代表者

（２） 契約金額 5,665,000 円

（うち取引に係る消費税および地方消費税の額　 515,000円）     

（３） 工期（納期限） 令和４年（２０２２年）３月３１日

（４） 工事場所（納入場所）

（５） 契約日

（６） 指名通知（見積依頼）日

（７） 入札（見積日）

（８） 予定価格（税抜） － 円

令和３年（２０２１年）４月１６日

令和３年（２０２１年）４月２８日

令和３年（２０２１年）４月３０日

京都府城陽市平川広田６７地内

工事場
所、種
別、概
要、選定
理由

代表取締役社長　佐藤　裕弥

水道事業持続検討業務委託

神奈川県川崎市宮前区鷺沼四丁目１３番地２
たまプラーザ東パークホームズ２０７

株式会社アプサラ経済経営研究所

京都府城陽市平川広田６７地内

○事業内容
　本業務は、人員及び知識・経験の不足が顕在化しつつあり、特に施設運転監視業務など、専門性の高い業務
については近年中に持続性が確保できなくなる見通しである中、水道事業ビジョンに示された事項の検討は急務
であり、その解決策の手法検討を行うもの。

○随意契約理由
　株式会社アプサラ経済経営研究所の代表取締役は、総務省や厚労省、国交省が挙げる先進事例に関わるな
ど、本市が検討を進める内容に則した実績を有している。また、京都水道グランドデザイン策定や府営水道の経
営審議会委員を務めるなど、広域化・広域連携を検討するにあたり、その有力な検討対象となる府下の状況にも
詳しい。
　なお、前職においては本市の上下水道事業経営について、経営診断業務や法適用業務を主担当として実施し
ていた経緯もあり、本市の状況にも一定の理解がある。
　本業務を遂行するためには、公営企業制度、官民連携、広域化・広域連携に関する知見が必要であり、本市及
び府下の状況に精通していることが必要となる。また、業務内容も城陽市水道事業の将来を左右する内容であ
り、性質及び目的が競争入札等に適さないため、地方公営企業法施行令第２１条の１４第１項第２号に基づき、要
件を満たしていると考えられる株式会社アプサラ経済経営研究所との随意契約を行った。


